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社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ)
－新聞の読み解きを手がかりにして－

關 浩 和 原 田 智 仁 � 水 裕 也 米 田 豊
(兵 庫 教 育 大 学)

入 江 兼 司 小 寺 研
(兵庫教育大学附属小学校)

戸 出 彰 男
(兵庫教育大学附属中学校)

本研究は, 社会科授業の開発と分析を通して, ｢社会科固有の読解力｣ とは何かを解明しようとするものである｡ 本研究
を始めるにあたり, ｢社会科固有の読解力｣ について, 次の仮説を立てている｡
(１) 社会科固有の読解力は, 対象に即した科学的理論をベースにして形成される｡
(２) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験・表現活動ではなく, 分析的な探究活動を通して形成される｡
(３) 社会科固有の読解力により形成される認識は, 主観的知識の増殖ではなく, 客観的知識の成長である｡
上記の仮説に基づき, 第三年次となる今年度は, 第５学年単元 ｢わたしたちのくらしと情報｣ の開発・実践を行った｡ 社
会科における読解力形成について, 新聞を取り上げ新聞の読み解きを中心に, 単元の中核となる本時の授業と振り返りシー
トのポートフォリオ的評価の分析に力点を置いた｡
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１ 問題の所在
本研究は, 社会科固有の読解力形成のあり方を探るも

のである｡ 大学と附属学校の連携による社会科授業研究

は, テーマを ｢社会科固有の読解力形成のための授業構

成と実践分析｣ として進めている｡ 昨年度は, 小学校第

４学年単元 ｢ごみのしまつ｣ を取り上げ, フローマップ

の作成を通して, 読解力形成を意図した授業開発を行い,

理論の妥当性を検証した｡ フローマップとは, 流れ

(����) をグラフィカルに表現する図であり, 現状にあ

る社会のシステムがどのように機能しているのかを明ら

かにし, 問題点を明確化するための手法として位置づけ

られたものである｡ 事象間の流れを把握し, 事象間の関

係性を見つけることで, 自分なりの解釈を引き出せるこ

とができた実践であった｡ 第４学年ということで, 社会

的事象の関係性について理解することの難しさが予想さ

れていたが, フローマップによって, 学習した認識内容

を関連づけたり, 見方を適用して考えたりすることがで

きることを検証した｡

社会科における����型読解力は, 社会そのものをテ

キストと捉え, 自らの目標を達成し, 自らの知識と可能

性を発達させ, 効果的に社会参加するために, 書かれた

テキストを理解し, 利用し, 熟考する能力であり, 情報

の ｢受信・受容｣ ｢思考・判断・創造｣ ｢発信・提示｣ と

いう三つの要素の総体である｡ 社会科においては, 自分

の考えを文章で書いたり, 表現したり, 情報や資料を分

析・解釈し, 既有の知識や経験と結びつけて, 批判的に

検討したり, 自分なりの意見を論述したり, 説明したり

するという論理的な思考力に関わる能力として言語力が

注目されている｡ これは, 伝える力や調べる力などを含

めた言語力である｡ 社会科では, 学習者が, テキストや

グラフ, 図表を一つの情報として意識し, 事実を読み解

くだけでなく, 情報の持つ意図を読み解き, 情報と社会

との関係性や社会的背景に迫ることが必要である｡

今年度は, 昨年度の成果を活かせるように, 第５学年

単元 ｢わたしたちのくらしと情報｣ において, メディア

の一種である新聞に着目する｡ 新聞の読み解きを単元の

中核に位置づけて, 継続的に読み解きを行うことで, 社

会科固有の読解力形成につながるのではないかと考えて

いる｡ その際, 子どもに振り返りシートで, 継続的に自

分の言葉でリフレクションさせることを試みる｡

読解力形成過程について, 客観的な知識の成長を評価

するために, 次の手順で研究に取り組む｡

①全国の地方紙を取り寄せる｡ (同日の新聞)

②同日の地方紙を比較して記事の内容を読み解く場面を

授業実践の中核に位置づける｡

③授業実践の過程は, 子どもの読解の過程がたどれるよ

うに, 子ども自身の考えを表現させ, 振り返りシート

(授業記録) をポートフォリオ的に保存する｡

④教師は, 新聞の読み解き過程と子どもの振り返りシー

トを質と量の両面から分析し, 読解の成長過程を把握

し, 評価する｡

⑤読解力形成のための授業構成を評価し, 次の実践に活

かせるようにする｡

(關 浩和)

２ 授業構成のねらいと実際
2.1 教材解釈

子どもは, 多くの情報に囲まれて生活している｡ 現代

人にとって情報源の主流は, テレビやインターネット

(携帯電話も含む) である｡ 音声と映像を通して情報を

伝えるテレビやクリック一つで情報にたどり着けるイン

ターネットは速報性や利便性に優れ, 子どもからも支持

されている｡

しかし, テレビでは事実報道に続いてコメンテーター

の解釈が加わることによって, 印象が大きく変わること

がある｡ また, インターネットでは, 情報ソースや出典

がはっきりしない情報も多くあり, それらの信憑性は低

い｡ 情報が氾濫する現代では, 簡単に情報が入手できる

反面, 受け手側がその情報を取捨選択し, 正しく判断で

きるかどうかが重要になってくる｡

そんな中, 今, 改めて注目されているのが新聞である｡

新聞の最大の特徴は, 読者に読み取り方を委ねている点

にある｡ 新聞を広げると, 大小様々な記事が詳細に記載

されている｡ 新聞社は, 重要度や世間の関心度に応じて

記事の大きさを変えているものの, 基本的には事実を記

載している｡ そして, 読者はそれを理解しながら, 自分

に必要な情報を取捨選択し主体的に読み取っている｡ 故

に, 新聞は, 記事の大きさや紙面構成から送り手の意図

をつかみやすく, 主体的に情報を読み取る力を高める教

材として優れていると考え, 新聞を単元の中心に据えて,

授業構成を試みた｡

本単元において, 子どもと新聞を深くつなぐ手立てと

して, 全国各地の地方紙 (45社) を準備する｡ 一人が一

紙ずつ選び, 読み取りを行う｡ 新聞は, 北は北海道から

南は沖縄まで発行元はばらばらで, 同じものは一つもな

い｡ 中には, 新聞の名前からはどこで発行されているの

かさえ, 判断できないものもある｡ その意味で, 新聞は

子どもの興味・関心を高め, より深い読み取りにつなが

るだろうと予想する｡

また, 発行元が異なる紙面は格好の比較の材料となる｡

比較材料の一つとして昨年末, 京都で行われた全国高校

駅伝の記事に焦点をあてる｡ なぜ, 全国高校駅伝の記事

を取り上げたかというと, 全国都道府県の代表が男女そ

れぞれ１チームずつ出場し, 地元の期待を背負っている

ので, 地元にも当然関心の高い大会であり, 優勝チーム

の都道府県の新聞は取り上げる価値も高いと思われるか

らである｡ 反対に成績が芳しくなかった都道府県の新聞
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は取り上げ方も低いのではないかと予想される｡ それぞ

れの都道府県によって, 同じ全国高校駅伝のニュースな

のに, ニュースバリューが異なる典型的な事例になり得

る｡

実際, 大会結果の報じ方は, 新聞社によって大きく異

なっている｡ 大会総評に加え, 写真や区間記録, 地元の

代表校の選手や関係者の声などを大きく紙面をさいて掲

載しているものもあれば, 大会結果を簡単に数行で伝え

たものもある｡ その違いの要因を探り, 話し合うことで,

必然的にそれぞれの地域に住む読者を意識した情報発信

者側の意図に気づくことができる｡

授業では, まず, 新聞読解を中心に構成し, 話し合い

の中で見えてきた解釈をもとに, それぞれの発行元の地

域について調べ学習を行い, 駅伝の記事はもちろん, そ

れ以外の様々な地方の出来事を綴った記事を通して地域

の特色を見つめていく｡ そして, 国土の学習へとつなげ

ることが可能である｡

授業構成は, 三つのテーマで構成する｡ まず, ｢情報

とは？｣ のテーマで, くらしの中での情報について考え

る｡ 私たちの日常生活が多くの情報によって支えられて

いることや, 情報メディアとどのように関わっているの

かを具体的な場面を想起しながら話し合う｡ 次に ｢情報

を読み解こう｣ のテーマでは, 全国の地方紙の紙面を比

較読みすることで, 発信者側の意図を受信者側の立場で

考える｡ その際, 地元新聞社の記者をゲストティーチャー

として招き, 地域と新聞のつながりや情報を分かりやす

く伝えるための記事の書き方などを聞くことで, 学習を

深化させていく｡ さらに, 最後のテーマ ｢情報交流をし

よう｣ では, 自分が気に入った新聞記事を選び, それを

もとに意見文を書いて交流できるようにする｡ この学習

を通して, 情報発信側の意図を読み取り, 適切な判断の

もとに, 情報の活用ができる資質を育てることをねらい

とする｡ また, 社会の中での ｢情報の価値｣ についても

考えていきたい｡

2.2単元の指導

単元名 ｢わたしたちのくらしと情報～新聞をよみとこ

う～｣

2.2.1 目標

○新聞に関心をもち, 複数の新聞から記事内容や紙面構

成等の相違点や共通点, その理由について話し合って

いる｡

○新聞紙面を通して, 記事の書き方や紙面構成による情

報の伝わり方の違いについて考える｡

○情報を受け取る側は, 紙面から情報を正確に読み取り

正しく判断することが大切であることを理解する｡

2.2.2 単元計画 (全11時間) 次頁参照｡

2.3 授業の実際

2.3.1 第一次 ｢情報とは？｣ (３時間)

ここでは, ｢情報｣ というキーワードをもとに, 知っ

ている事や疑問に思ったことを出し, 話し合った｡ 子ど

もからは日常生活の中で ｢情報｣ の具体として, ｢日々

の事件やニュース｣ ｢明日の天気｣ ｢今の流行｣ など幅広

く出された｡ そして, それらの情報を得るために活用す

るメディアを選び, 線でつないでいくと, ｢テレビ｣ ｢新

聞｣ ｢インターネット｣ に集中していることがわかった｡

続いて, 三者を比較してそれぞれのメリットとデメリッ

トについて話し合った｡ それらをまとめ整理してみると,

｢速報性｣ に優れたテレビやインターネットに対して,

新聞は豊富な ｢情報量｣, ｢保存性 (記録)｣ という点が

メリットとしてあがった｡ 逆にデメリットとしては,

｢速報性｣ に欠ける新聞, 情報の ｢信憑性｣ にかけるイ

ンターネットというものがあがった (資料１参照)｡

そして, これらをもとに, 豊富な ｢情報｣ の中から必

要な情報を選び読み取ることを目指して, 第２テーマ

｢情報を読み解こう｣ に向かった｡

2.3.2 第二次 ｢情報を読み解こう｣ (６時間)

まず, 一日分の新聞紙面の構成について知っている事

を話し合った｡ 子どもたちからは, 朝のテレビ番組で表

紙に書かれた注目記事を ｢今日の一面｣ と紹介していた

こと, また, テレビ欄, スポーツ欄と共に地域の出来事

を取り上げた地域欄など話題・ジャンルによって紙面が

分かれていることが出てきた｡ 次時の学習では, 子ども

たち一人一人が一日分の新聞を持参し確認した｡ 集まっ

た新聞の多くは全国紙や地元の地方紙 (神戸新聞) であ

社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ) �

資料１ 情報メディアの比較
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○…１時間 ◎…２時間2.2.2 単元計画 (全11時間)
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社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ) �

資料３ 2010年12月27日 全国の地方紙が伝えた一面記事

新聞社名 トップ記事の内容 カテゴリー
１ 千歳民報 ＲＢＰ中期経営計画まとめる 地域
２ 北海道新聞 漁業４社ロシアに裏金 地域
３ 十勝毎日新聞 山林売却を検討３割 地域
４ 苫小牧民報社 特産品で商品開発 地域
５ 河北新報 内閣不支持67％ 政治
６ 東奥日報 開業対応に温度差 地域
７ 岩手日報社 内閣不支持67％ 政治
８ 岩手日日新聞 一関学院 力走13位 スポーツ
９ 福島民報社 豪雪300台一夜明かす 地域
10 山形新聞 内閣不支持67％ 政治
11 秋田魁新報 内閣不支持67％ 政治
12 下野新聞 内閣不支持67％ 政治
13 神奈川新聞社 内閣不支持67％ 政治
14 新潟日報社 内閣不支持67％ 政治
15 北日本新聞 小沢氏離党勧告 政治
16 福井新聞 内閣不支持67％ 政治
17 富山新聞 小沢氏離党勧告 政治
18 北國新聞 小沢氏離党勧告 政治
19 山梨日日新聞 検察一転４分の１を起訴 その他
20 静岡新聞 小沢氏離党勧告 政治
21 岐阜新聞 内閣不支持67％ 政治
22 中日新聞 市議会解散６割賛成 政治 (地方)
23 伊勢新聞 知事選 政治 (地方)
24 奈良新聞 県予算要求4722億円 政治 (地方)
25 京都新聞 内閣不支持67％ 政治
26 日本海新聞 内閣不支持67％ 政治
27 山陰中央新報 ４分の１一転 ｢起訴｣ その他
28 島根日日新聞 自転車で茶のまち巡り 地域
29 山陽新聞 興譲館Ｖ スポーツ
30 中国新聞 内閣不支持67％ 政治
31 宇部日報 第九でハッピーエンド2010 地域
32 山口新聞 内閣不支持67％ 政治
33 愛媛新聞 内閣不支持67％ 政治
34 徳島新聞 小沢氏離党勧告 政治
35 四国新聞 内閣不支持67％ 政治
36 高知新聞 小沢氏離党勧告 政治
37 西日本新聞 韓国機､ 滑走路に誤進入 地域
38 長崎新聞 内閣不支持67％ 政治
39 佐賀新聞 内閣不支持67％ 政治
40 宮崎日日新聞 新知事に河野氏 政治 (地方)
41 熊本日日新聞 一転起訴４分の１ その他
42 南日本新聞 鹿実 全国制す スポーツ
43 南海日日新聞 歳末大売り出し､ 目標達成 地域
44 琉球新報 ４分の１一転 ｢起訴｣ その他
45 神戸新聞 内閣不支持67％ 政治

資料４ 岩手日日新聞のデスクからの回答

兵庫教育大学附属小 ５年１組様 岩手日日新聞社報道部次長 小岩 聖二

１面トップ記事のあり方について

新聞を通じた学習に, 岩手日日を活用いただき感激しています｡ さて, 疑問のあった点について, 新聞社としての
見解を述べさせていただきます｡ 新聞社は, 大きく分けて全国紙と県紙, 地方紙に大別されます｡ 私共の岩手日日は,
このうちの地方紙に該当し, 四国４県に匹敵するといわれる広い岩手県の中にあって, 主に県南地方を中心に新聞を
発行しています｡ ｢岩手日日｣ (一関・両磐地方) と ｢たんこう｣ (但江地方), ｢きたかみ｣ (北上・西和賀地方), ｢は
なまき｣ (花巻地方) の４ブロックに分け, それぞれ異なる新聞 (一部内容共通) を発行しています｡ 地方紙の特色
は, 住民の視点に立った地方色豊かなニュースにあると思います｡
毎日の新聞発行にあたり, ４紙それぞれの１面トップは地方の出来事を優先し, 住民の生活に役立つ紙面づくりに
日々努力しています｡ とはいえ, 県内の出来事, 国内外の出来事を無視しているわけではありません｡ 通常は, ２ペー
ジに県内版, ３ページに国内版を配し, 他紙に劣らない内容を読者に提供しています｡ なお, 地元選出の小沢一郎民
主党元代表に関する重大事案などが発生した場合には, １面トップ扱いとし, 社会面にも関連記事を展開していくこ
ともあります｡ いずれ, 地方の特色を最大限に生かした新聞にこそ, 岩手日日の存在価値があるものと考えています｡



ったが, ページ数や話題の順序は同様であった｡

続いて ｢全国どこの新聞でも同じだろうか？｣ という

問いから, 一人に一社ずつ全国各地の新聞を配布した｡

配られた新聞の中には名前だけ見てもどこで発行されて

いるのか分からないものもあった｡ また, 背景に書かれ

た絵や模様にも地域の特色を感じさせる工夫が見られ,

子どもの意欲を高めた (資料２参照)｡ 紙面構成につい

てはどこの新聞も大きく異なることはなかったが, それ

ぞれの地域版では, 独自の話題が記事として掲載されて

いることはすぐに分かった｡

続いて, ｢一面トップ記事｣ に着目した｡ 一面にのる

記事は, 世間の関心事や読者 (購読者) が注目している

出来事である｡ その中でも, 題字横 (紙面右上) に書か

れた記事は ｢一面トップ記事｣ と呼ばれ, その日の新聞

の顔ともいえる｡ 子どもたちに配布した新聞は同日

(2010年12月27日) の朝刊であった｡ しかしながら一面

トップ記事は様々であった (資料３参照)｡ そこで, 一

面トップ記事の扱いの違いについて考えた｡ ここで, 授

業の様子を紹介する｡

Ｔ 数字のクイズから入ります｡ 何の数字でしょう｡

(45分の３という分数を提示する｡)

45…みんなに配った新聞の数です｡

３…全国高校駅伝が一面トップの新聞です｡

・鹿児島…南日本新聞……男子の優勝

・岡山……山陽新聞………女子の優勝

・岩手……岩手日日新聞…男子13位 女子27位

Ｔ 駅伝の記事が大きいということは, 何を意味するの

だろうか｡

Ｃ 読者に伝えたいときや期待する時に大きくなる｡

Ｃ 駅伝の成績が良かったところ

Ｃ 予選のタイムがいいところや順位がいいところ｡

Ｃ 注目されている学校｡

Ｔ 岩手日日新聞は, 何で高校駅伝がトップ記事になっ

ているのだろう｡ 男子13位, 女子27位なのに？

ちょっと ｢岩手日日新聞｣ の記事を読んでみましょう｡

(大型テレビに新聞記事を映して, 教師が読み上げる｡)

Ｔ この記事からどんなことがわかりますか｡

Ｃ 前より順位がよくなった｡

Ｃ 大きく成績が上がった｡

こうして子どもたちは, 記事内容から岩手日日新聞が

一面トップに駅伝の記事をもってきたことを理解した｡

しかし, ここで新たな問いがうまれた｡ 同じ岩手で発行

されている岩手日報では, ｢菅内閣の不支持が67％に｣

がトップ記事となっていた｡

Ｔ 同じ岩手県の新聞なのにトップ記事が違うのはなぜ

だろう｡

Ｃ 新聞社とか, 地域が違うから記事が違う｡

Ｃ 岩手県全体のことを表しているから記事が違う｡

Ｃ 岩手日日と岩手日報の編集した時刻が違うのではな

いか｡ 少しでも新しい情報を掲載したのではないか｡

Ｃ 大ニュースが違う｡

Ｃ 同じ県でも新聞社の伝えたい大切さの内容が違うの

ではないか｡

子どもたちの中には, 既習の知識 (印刷所から近い地

域では配達までの時間的なゆとりがあるので, 最新版の

記事に差し替えることができることなど) を活用して答

える子もいた｡ そこで, ２社の新聞一面を縮小コピーし

たものを配布し, 紙面から考えることとした｡ すると,

Ｃ 岩手日日新聞の発行所が一関になっているのは, 一

関学院 (男子出場校) が出場したからではないか｡

Ｃ 大切にしていることが違うからではないか｡

といった考えが出てきた｡ この真偽については, 子ど

もたちと相談し, 後日新聞社に���を送り, 新聞社報

道部より新聞社側の考えを得ることができた (資料４)｡

続いて, 一面トップ記事をジャンル別にまとめる作業

を行った｡ すると, 政治関連の記事が圧倒的に多いこと

が数字からも読み取れた｡

○ ｢菅内閣の不支持率67％････19社

○小沢氏離党の記事････４社

○市議会解散 (中日新聞)

○知事選 (伊勢・宮崎)

学校教育学研究, ����, 第��巻��

男子第61回・女子22回全国高校駅伝競走大会は26日,

京都市の西京極陸上競技場を発着点とする男子７区間

(42�195	
), 女子５区間 (21�0975	
) のコースで行

われた｡ ･･･中略･･･

････千葉裕司監督は, ｢１区は想定内だったが, その

後に上げられなかった｡ 選手が持っている力を発揮さ

せることができなかった｡ 私の指導が至らなかった｡｣

と話した｡ 盛岡女子は前回大会の40位を大きく上回る

過去最高順位｡ 第６, ７回大会の花巻東 (21, 27位)

に次ぎ, 県勢として過去３番目の好成績となった｡

写真１ ｢岩手日日新聞｣ と ｢岩手日報｣ の比較



それに対して, １社だけしか取り上げていない独特の

記事もあった｡ 東奥日報の記事では, 東北新幹線の開通

に伴い, 年末年始の商業施設の営業方針に温度差がある

ことを取り上げていた｡ そこで,

Ｔ 同じ日の朝刊なのに, 何でこんなに扱っている記事

が違うのか｡ (ワークシートに書かせる｡)

Ｃ 地域によって, 新聞を読む人が知りたいことが違う

から｡

Ｃ 今一番伝えたいことが違うから｡

Ｃ 全国の情報を流したいか, 地域に絞った情報を流し

たいかによって違う｡

Ｔ 政治よりもスポーツの話題が多い時はどんな時だろ

う｡

Ｃ オリンピック｡

Ｃ 世界新記録の更新など国民が注目すること｡

最後に, 男子の鹿児島実業の優勝が決まって, 鹿児島

で配られた号外を紹介し, 本時のまとめとした｡

2.3.3 第三次 ｢情報を交流しよう｣ (２時間)

今までの学習をもとに, 一人一人が地方ならではの独

特の記事を選び, 選んだ理由や読んで感じたことを書き

出し, 意見交流会を行った｡ 子どもたちからは, 掲載さ

れた記事が, 地元に住む人々にとって関心あることであ

り, 注目度が高く ｢価値ある情報｣ であることを理解す

ることができた｡

そして, 単元のまとめとして ｢情報｣ について考える

時間をもった｡ 新聞社をはじめとする情報産業は, 情報

を欲する人 (新聞で言えば購読者) との関係によって成

り立っている｡ 企業である以上社会貢献よりも利潤追求

という考えの上にある｡ 故に, 新聞社は, 購読者が欲す

る情報をより早く, 正確に, 分かりやすく伝えるといっ

た企業努力を行っているのである｡ 本単元の一面トップ

記事の扱いについて考えた授業では, 複数の新聞を比較

することで, それぞれの新聞社によって異なる ｢情報の

価値｣ について理解する機会となったと考える｡

(入江 兼司)

３ 読解力形成過程の分析と評価
3.1 学級全体の読解力形成過程

3.1.1 本時における読解力形成過程の分析

新聞を読み解く授業開発(１) のポイントは, ①新聞が

できるまでの流れ, ②ニュースとは何か＝何が話題とな

るのか, ③新聞の特徴 (紙面構成を含む) である｡ 本時

は, ②のニュースとは何か, 何が話題となるのかから③

新聞の特徴 (紙面構成) に至る段階で, その日の新聞の

顔である１面記事の構成に焦点化した授業である｡ 本時

の問いの流れは, 次のようになっている｡

Ｑ. トップ記事は, どんな内容の記事が載るのか｡

↓

Ｑ. なぜ, 同じ県の新聞なのにトップ記事が違うのか｡

↓

Ｑ. 同じ日の朝刊なのに, なぜ取り扱う記事が違うのか｡

新聞記事を構成するカテゴリーは, 通常, 歴史・政治・

文化・地理・経済・社会の分類が一般的である｡ 新聞は,

カテゴリーごとに紙面が構成され, それぞれの面でも,

ある一定のきまりに基づいて, 構成されている｡ その中

で, 本時は, 記事に取り上げる要件として, 次の六要素

を視点にして探っている｡

さらに, トップ記事になるためには, ニューバリュー

が必要で, その時の流行や話題性, 人気のあるものでな

ければ, 読者のニーズには応えられない｡

本時で取り上げたすべてのトップ記事を, 地域性と国

際性, 社会性と人間性を軸にしてマトリックスを構成し,

資料５に示している｡

地方紙は地域に密着した話題を重視しており, 国民的

関心事である政局の話題と絡めて, 常に編集部で議論さ

れながら, 紙面構成が決定されている｡ また, 地方紙で

社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ) ��

写真２ 一面記事を比較した授業板書

①最新性 ②地域性 ③国際性

④社会性 ⑤人間性 ⑥記録性
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資料５ ニュース (2010年12月７日の新聞記事１面) の話題性の分類



も, 複数県にまたがって発行するブロック紙と県内で発

行する県紙では, トップ記事の内容も変わってくる｡ こ

こでは, ｢地域性｣ という概念も変わってくる｡ これは,

本時で取り上げた ｢岩手日日新聞｣ と ｢岩手日報｣ の違

いでもある｡ 一関市を中心に発行している岩手日日新聞

は, 駅伝の成績に関係なく, 地元の一関学院が出場した

高校駅伝を一面トップ記事で伝える｡ しかし, 優勝はお

ろか入賞にも至らない成績では, 岩手全県下をエリアと

している岩手日報では, 内閣不支持率67％の方が話題性

としては大きいと判断したのである｡

3.1.2 本時における読解力形成と評価

本実践は, 新聞の意義を考えることで, 情報社会に生

きる子どもの社会を見る目を鍛えることにある｡ 情報伝

達の速さ, 迅速性においては, テレビやネットに優位

性がある｡ しかし, 情報量や分析の深さにおいて新聞に

優位性がある｡ 注目すべき解説記事や専門家の評論は,

ニュースの概要が明らかになった後で紙面に掲載される｡

ニュースを違った視点で見たり, それによって起こる今

後の問題や展開が予測できることになる｡

本実践は, テレビやインターネットと新聞の比較から

読解を始めている｡ 毎日, 自宅に宅配されるただの紙切

れ程度に過ぎない存在だった新聞が, 社会において重要

な情報源として存在している新聞に変容している｡ その

読解力形成の過程には, 記者による地道な取材活動や編

集作業があることや, 記事や写真がリアルタイムで送ら

れる技術, 全国各地に新聞を毎日送り届ける輸送システ

ムが確立していることなどの具体的な調べ学習による習

得段階がベースにあって, 本時のトップ記事掲載の理由

を探る学習に活用されている｡ 新聞を制作している新聞

社の意図や思いを詳細に読解していくことで, 社会にお

いて, 新聞が重要な情報源になっている意義を読み解い

ている｡ 全国各地で発行されている同じ日の新聞を比較

対象としたことで, 地方新聞社の特性だけでなく, 短絡

的な情報をそのまま受け入れるのではなく, 批判的な検

討を加えたり, 情報を見極め, 吟味したりすることの重

要性を学んでいる｡ (關 浩和)

3.2 抽出児の読解力形成過程

本節では, 振り返りりシートを手がかりに, 抽出児の

読解力形成過程を明らかにする｡ 本研究では, 児童の読

解力形成過程がたどれるように�振り返りシートに合計

５回記入させ, ポートフォリオ的に保存した｡ 振り返り

シートは, ①学習を振り返って, ② ｢新聞｣ ってどんな

もの？について, 授業時間内に5～10分程度を確保して

書かせたものである｡ そこで, 振り返りシートから, ど

のように客観的な知識の成長が見られるのかを整理し,

読解力形成過程についての評価を行う｡

3.2.1 個性的な読解力成長と社会認識形成との関係

ここでは読解力成長がみられ, 社会認識がよく育って

いると考えられる児童 (���児) の獲得知識を取りあげ

る｡ そして, 社会科固有の読解力成長の方法である, 情

報の収集, 情報の解釈, 推論の省察の三つの段階に分類

し(表１), その形成結果の質を検討する｡

本実践では, 第一次で ｢テレビ, インターネットの速

報性や利便性, 新聞の一覧性や信頼性など, それぞれの

メディアの特徴｣, 第二次で ｢情報は発信者側の意図に

より, 伝わり方が違ってくること｣, そして第三次で

｢同じ記事に対して他者の意見文を比較することで, 情

報が同じでも, その時の社会の情勢や受け手によって捉

え方や感じ方が違うこと｣ を理解させるための授業が行

われている｡

第一次では, 新聞の種類や ｢20811号｣ という号数な

ど新聞を詳細に観察させる情報収集により, 新聞の世界

に引き込む場面が読み取れる｡ 第二次では, 記事内容の

違いの読み取りにより, その理由について解釈させ, 疑

問を新聞社に送り検証する場面が読み取れる｡ また第三

次では, これまでに獲得した科学知に基づいて ｢いろい

ろな道具から情報を得ることで人間の生活やくらしがしっ

かり成り立っている｣ という推論の省察場面が読み取れ

る｡

3.2.2 読解力形成と評価

以上のように�情報の収集→情報の解釈→科学知に基

づいた推論の省察という流れ, 及び推論の省察結果が読

み取れた｡ ただ, 振り返りシートでは, 児童が持った問

いが具体的に読み取れず, そのため推論の省察過程がわ

かりにくくなっている｡ 本実践では, 授業で認識した内

容から生まれた問いが推論の省察の質を左右する｡ その

ため, 振り返りシートを①今日の学習で知ったことわかっ

たこと, ②知ったことわかったことによって予想や考え

がどのように変わったか, ③新たに浮かんだ疑問, とい

う三項目にし, 意図的に知る・わかるを峻別するよう指

導することで, 情報の収集, 情報の解釈, 推論の省察の

内容が読み取りやすくなる｡ 今後改良が必要である｡

(�水裕也)

学校教育学研究, ����, 第��巻��

表１ H.K 児による振り返りシートの記述と読解力の成長

月日 読解力形成のための方法(情報の収集：破線�情報の解釈：実線�推論の省察：波線)

第一次

１月17日

①新聞というのはいろいろな種類があるけど, ｢20811号｣ という号数や ｢40593号｣ というのもあったから,
けっこう新聞にも歴史があるんだなあと思いました｡ 新聞について, いろいろなことを知りたいです｡
②新聞, １つ１つの会社によって, 少し情報がちがうけど, 持ち運びもできて, くわしくてわかりやすいも
のだなと思いました｡



3.3 読解力形成のための授業構成と評価

本継続研究では, 研究のための基本仮説と授業開発の

テーマ, 及び仮説検証の方法については相互に議論を通

して合意形成を図るものの, 具体的な授業構成は実践者

に委ねている｡ 本実践は, 入江教諭が小寺教諭と相談し

つつ単元計画を立案し, 実践したものである｡ そこで,

筆者も同じ研究グループの一員ではあるが, 読解力形成

の観点から授業構成の是非について論じてみたい｡

本単元 ｢わたしたちのくらしと情報－新聞を読み解こ

う－｣ では, 複数の新聞の比較を通して, 紙面構成や記

事の内容の相違点と共通点に気づかせ, その理由につい

て話し合わせることで, 情報社会の特質を理解させよう

とするのがねらいである｡ そのために, 単元の展開を�

情報とは？�情報を読み解こう, �情報を交換しようの

３次で構成し, 中心となる第２次に関しては, ①児童の

関心に沿うタイムリーな記事 ｢全国高校駅伝｣ に着目し,

②全国各地から集めた大会翌日の新聞のトップ記事を比

較させた｡ つまり, 情報メディアの中から新聞を選択し,

新聞の中でも特に全国高校駅伝の読解に焦点化したので

ある｡ 入江教諭自身が述べているように, そこでは新聞

を情報社会の特質に迫るための教材と位置づけている｡

本単元に多くの児童が意欲的に取り組み, 読解力の形成

に成功したと評価される理由も､ 新聞を教材として取り

上げ, 駅伝大会の記事を比較させたことにあるといって

よいだろう｡

だが, 新聞により紙面構成や記事の内容が異なること

の読み解きは, はたして社会科固有の読解といえるだろ

うか｡ それらは, 仮に５年生の時点ではわからなかった

としても, 大人になるに連れて自然にわかる常識的な見

方ではないか｡ 例えば, 読売系の新聞がジャイアンツ情

報を中心に掲載し, 神戸新聞がタイガース情報を多く掲

載するのはプロ野球ファンでなくとも知っている｡ 社会

科固有の読解はそうした常識的, 表面的見方を越えて,

対象を理論的に捉える見方でなくてはならない｡

そもそも, 新聞の読み解きには次の二つがある｡ 第一

は, 新聞に記載された情報の読み解き (何が書かれてい

るかの読解) であり, 第二は新聞というメディアの性格

の読み解き (なぜそのように書かれているのか, 新聞と

は一体何かの読解) である｡ 前者は現象 (事実) 認識に

関わり, 後者は本質 (意味) 認識に関わる｡ 社会科固有

の読解は後者であるが, そこに至るためには前者の読解

が不可欠である｡ その意味で, 両者は相補的な関係にあ

るといってよい｡ 本実践の場合, 前者の読解には成功し

たが, 後者の読解は不十分に終わった｡

確かに2�3�2で入江教諭が紹介しているように, 新聞の

記事掲載を規定する要因として, 地域のニーズを重視す

るのか, 全国的なニーズを重視するのかがあるというこ

とに児童は気づいている｡ だが, そこから更に一歩踏み

込んで, なぜ地方紙は地域のニーズを重視し, 全国紙は

全国的なニーズを重視するのかまで追究させてはいない｡

それは多くの子どもが直観的にわかりかけており, 教師

が後一押しすれば, 新聞の持つ意味にまで考えが深まっ

たはずである｡ だが, その問いを欠いたことで, 子ども

の関心は新聞の本質から新聞の読み解き方へ移ってしまっ

た｡ つまり, 情報を読み取る側の態度＝情報への接し方

に論点が移行したのである｡

実は, それこそ教師のねらい通りの展開だったともい

える｡ 2�2�2の単元計画が示すように, 第２次の最後には

社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ) ��

第二次
１月24日

①今日の学習ではいろいろな地方の新聞のことについて, みんなと話しあって楽しかったし, いろんな県や
地方によって, 新聞の内容がちがうのがおもしろいと思いました｡ ②新聞というのは, 昔からつづくテレ
ビとはちがった情報を伝えるものなんだと思います｡

１月31日 ①今日の学習で, 新聞社に聞くのは最初 ｢電話｣ がいいと思ったけど, ｢��	｣ の内容も決まったし, あと
は自分の考えがあっているか検証してもらえるのがすごくわくわくしたし, 楽しみです｡ 新聞は昔から続
くテレビやインターネットとは少しちがうけど, 大切なものなので, 作っている人から意見をもらえるの
はうれしいと思いました｡
②新聞は上にも書いたけど, デジタルとはちがった情報を伝えるものだと思います｡

２月２日 ①今日の学習で, 新聞の書き方がよく分かりました｡ 新聞はいつ見ても字が小さいから文の量が多いとあま
り感じなかったけど, ノートに書いてみるとけっこうあるんだなあと思いました｡
②テレビとリード文は一緒だけど ｢説明されている｣ というより ｢読む｣ という印象が大きくて, デジタル
とは少しちがった読み物だと思いました｡

第三次

単元
終了後

①私が情報について思ったことは２つあります｡ １つめは, 情報と人間のくらしです｡ 考えてみると, 人間
は毎日いろいろな情報を読み取って生活していて, でも, その読み取り方, 読み取る方法もたくさんある
んだと改めて思いました｡ それぞれの情報を読み取る道具もそれぞれのメリット・デメリットがあり, そ
して, そのいろいろな道具から情報を得ることで人間の生活やくらしがしっかりと成り立っていることが
わかりました｡ ２つめは情報の大切さです｡ １つめにも書いたように, インターネット, テレビ, 新聞,
雑誌や最近ではワンセグ (けいたい電話) でも情報を得られるようになりました｡ しかし, ｢情報｣ を人々
に伝えるというのはテレビなどではたくさんの時間がかかります｡ けど, 日本は地震大国や火山大国でも
あるから, 日本人にとって ｢情報｣ はとても大切なものと言うことが分かりました｡
②情報の学習で ｢情報｣ というのは人間に欠かせない, 生活に欠かせないものというのがわかりました｡



地方新聞の記者を招いて, 新聞の作り方について子ども
の疑問に答えさせているし, 第3次には子どもたちが自
ら選んだ新聞記事への感想や意見を述べ合うことで, 新
聞を多面的に読むことの意義に気づかせている｡ それは
まさに, 単元目標の ｢情報を受け取る側は, 紙面から情
報を正確に読み取り正しく判断することが大切であるこ
とを理解する｣ に則したものであり, その点で本授業は
目標を達成したといえるだろう｡ だが, 社会科固有の読
解は不十分だった｡ それはなぜか｡
その理由は, 単元構成にあると考えられる｡ 入江教諭
は新聞の特質の理解を通して, 情報社会での新聞 (情報)
の読み解き方を理解させた｡ それは学習指導要領にも示
されており, 第5学年の重要な目標の一つである｡ しか
し, 新聞が産業として成り立っていることの理解を欠く
と, 情報社会の本質に迫ることはできないのでないか｡
つまり, 新聞には事実や真実が書かれているが, 内容に
地域差があるのではなく, 新聞が産業として成り立って
いる以上, 新聞記事は商品であるということである｡ 商
品だからこそ, 企業がマーケットリサーチをして製品を
開発し販売するように, 新聞社も読者のニーズに即した
記事の提供を心がけるのである｡ 新聞に多数の広告が掲
載されていることを見れば, ５学年の児童にも十分理解
可能なはずである｡
実はこの産業として新聞をとらえる視点も学習指導要
領には示されているが, 教科書記述を見ても, 入江教諭
と同様に情報社会での情報の接し方に重点が置かれるこ
とが多い｡ 教師からすれば, そうしたある種の態度主義
の方が道徳などと関連づけることも可能であり, 授業を
しやすいのだろう｡ だが, 繰り返すが, それでは社会科
固有の読解力は育たない｡ 社会科として情報社会の特質
を読解させるためには, 新聞を単なる教材として扱うの
ではなく教育内容としても位置づけることが必要であろ
う｡ そして, 徹底的に新聞にこだわり追究することで,
情報社会の本質に迫っていく｡ 例えば, 次のような単元
構成が考えられよう｡ �新聞のどこを読む？�新聞によ
り記事の内容や構成が違うのはなぜ？�新聞っていった
い何？ (原田智仁)

４ 小括－課題と展望－
本研究の成果は以下の通りである｡ 第一に, 第５学年
の情報単元の事例として新聞を取り上げることの有効性
が検証された｡ 情報社会という目に見えにくい現代社会
の特質に迫るために, 学習指導要領は新聞と放送という
二つの事例を示しているが, 教室で児童が直接手にとっ
て繰り返し読むことのできる新聞は, 教育的価値が高い
ことが改めて確認された｡ 第二に, 情報社会の特質を読
み解く上で, 新聞記事の中から児童が興味や関心を持ち
やすいテーマに焦点化し, 全国各地の新聞を比較・考察
することの意義が検証された｡ この方法により, 新聞を

読み解く視点の多様性－地域性・国際性・社会性・人間
性等－に気づかせるとともに, 新聞の持つ社会的意味や
情報社会における情報との接し方を考えさせることもで
きた｡ 第三に, 抽出児の振り返りシートの分析から, 読
解力形成は ｢情報の収集→情報の解釈→科学知に基づく
推論の省察｣ という過程を踏んでなされることが確認さ
れた｡
他方で, 課題として以下の二つが指摘された｡ 第一に,
振り返りシートの質問構成に疑問が出された｡ すなわち
今回の振り返りシートでは, 児童の抱いた問いが明確に
読み取れないため推論の省察過程がわかりにくいという
問題である｡ この解消策として, ｢知る｣ と ｢わかる｣
を意図的に峻別した問いを工夫することの重要性が指摘
された｡ 振り返りシートの改善については, 昨年度の研
究でも指摘されており, 研究の科学性を担保する上でも,
評価方法のあり方については改めて検討していきたい｡
第二に, 社会科固有の読解力形成の観点から, 授業構成
についても課題が指摘された｡ すなわち, 新聞により記
事の内容や構成が異なる理由を粘り強く追究すれば, 新
聞の本質的意味 (社会の木鐸としての役割だけでなく,
商品としての情報を販売する企業的役割を持つこと) に
気づかせられるにもかかわらず, 情報社会における正し
い情報への接し方という態度形成の方向に進んでしまっ
た｡ 無論, それについて考えることは必要だが, 社会科
固有の読解を促すためには常識的な新聞観や態度主義を
乗り越えねばならないことが指摘された｡

(原田智仁)

【註】
�小学校や中学校・高校等で新聞を教材にした学習が行
われている｡ ��� (��������	
���
���
��) ｢教育に
新聞を｣ という活動である｡ アメリカで1930年代に,
ニューヨークタイムズがハイスクールでの新聞利用を
考え始めたのが最初であると言われている｡ ���を教
育上利用している国家は, 現在では, 世界で52か国に
のぼっている｡ 日本では, 1985年に静岡で開かれた新
聞大会で提唱され, 教育界と新聞界が協力して, 社会
性豊かな青少年の育成や活字文化と民主主義社会の発
展などを目的に全国で展開されている｡ 日本新聞協会
は, 96年に���基金を発足させ, ���事業を ｢新聞
提供事業｣ と ｢研究・��事業｣ に分け積極的に推進
し, 98年３月２日新たに設立された日本新聞教育文化
財団 (新聞財団) へと引き継がれている｡ 次のサイト
��������
����を参考にされたい｡
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